
ページ （誤） → （正） 番号
2 約7300名 → 約7800名
9 上から10行目（目次） アメリカフウ → モミジバフウ
13 上から３行目 植枡 → 植桝
29 図2-3 吹き出しが空欄 → 吹き出しの中に　CO2　の文字が入る

37 左下写真とコメントの差し替え
枯死した後、補植が行われていない植
桝

→
枯死した後、補植が行われず、支柱だ
けになり、雑草だけが茂っている植桝

①

57 上から6行目 優性生長 → 優勢生長

59 表4-1　コメントの追加
プラタナス（スズカケノキ）ハナミズ
キ（アメリカヤマボウシ）

67 図4-9　補足説明
ハナミズキ（アメリカヤマボウシ）
プラタナス（スズカケノキ）

68 下から7,9,10行目 アメリカハナミズキ → アメリカヤマボウシ
69、70 写真、図,レイアウトなどの変更 ⑯⑰
73 図4-12　差し替え イラストを変更 ②
75 図4-13　差し替え 図中の汚れを消去 ③

75 最下段写真のコメント 伸びている方向の良い枝を5本残す →
伸びている方向の良い枝を3～5本程度
残す

81 右写真　差し替え より適切な写真に変更 ④

88 上から5行目
①こぶのそぎおとし(切返し剪定)によ
る取り除き

→
①こぶのそぎおとし(切返し剪定)によ
る取り除き（Aの位置）

89 上から1行目 ②切返し剪定によるこぶの取り除き →
②切返し剪定によるこぶの取り除き（B
の位置）

89 上から8行目 ③切詰め剪定によるこぶの取り除き →
③切詰め剪定によるこぶの取り除き（C
の位置）

94
上から1行目から3行目　差し替
え

なお、樹木や架空線は、風による動き
があるので、こうした部分の余裕の確
保と、架空線に保護材を付設するなど
の対応も必要ですが、保護材の取り付
けは、それぞれの架空線の設置者での
作業となるため、施工者がこうした作
業を行う必要はありません。

なお、樹木や架空線は、風による動き
があるので、架空線との充分な余裕が
必要です。また、架空船の電圧などの
確認や場合によっては電気事業者に
よって、保護材を付設する場合もあり
ます。いずれにしても道路管理者との
綿密な打ち合わせが必要です。

94 図5-19,5-20,5-21　差し替え イラストを変更 ⑤
97 図6-1　差し替え 絡み枝を修正 ⑥

98 図6-2　差し替え
絡み枝を修正
管理目標樹形との比較の線の位置

⑦

99 図6-4　差し替え 管理目標樹形との比較の線の位置 ⑧
103 図6-10　差し替え 〃 ⑨
106 図6-13　差し替え 〃 ⑩
108 上から1、17行目 プラタナス → スズカケノキ

108,109 図6-15　差し替え 管理目標樹形との比較の線の位置 ⑪
108 図6-16　タイトル 図6-15プラタナスの経年変化想定図 → 図6-15スズカケノキの経年変化想定図
109 図6-15　タイトル 図6－16プラタナスの頂部の仕立て方 図6－16スズカケノキの頂部の仕立て方
110 図6-17　差し替え 管理目標樹形との比較の線の位置 ⑫
112 図6-19　差し替え 絡み枝を修正 ⑬
114 上から1行目 （6）アメリカフウ → （6）モミジバフウ
114 上から3行目 アメリカフウ → モミジバフウ

114 図6-21　タイトル
図6-21アメリカフウ（標準タイプ）の
経年変化想定図

→
図6-21モミジバフウ（標準タイプ）の
経年変化想定図

114 図6-21　差し替え 管理目標樹形との比較の線の位置 ⑭

115 図6-22　タイトル
図6-22アメリカフウ（楕円タイプ）の
経年変化想定図

→
図6-22モミジバフウ（楕円タイプ）の
経年変化想定図

115 図6-22　差し替え 管理目標樹形との比較の線の位置 ⑮
120 下から6行目 藤田昇 → 藤田曻

美しい街路樹をつくる　－樹形のつくり直し-
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